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　愛知工業大学地域防災研究センター（DPREC：Disaster Prevention Research Center）は平成16年度文部科

学省私立大学学術研究高度化推進事業・産学連携研究推進事業に採択された「地震情報の活用と防災拠点の形成

による地域防災力向上技術の開発」の研究拠点として平成17年４月に愛知工業大学八草キャンパス内に設立され

ました。

　本センターは、地域防災研究の拠点として、緊急地震速報の配信、地域企業との連携による企業防災力向上技

術の開発、地域の皆さんとの連携によるコミュニティ防災力の向上、自治体・NPO・経済界団体等との交流を

進め、東海地域の地震防災力の向上に寄与してきました。

　プロジェクト自体は平成20年度で終了しましたが、本センターは本学内の附置研究所として継続が認められ、

現在に至っております。平成27年３月でプロジェクト開始から11年、センターの建物竣工からは10年が経過しま

した。この間、皆さま方のご協力、ご支援により、大学の代表的研究センターとして高度教育研究の役割を担い、

活動を継続する事が出来ました。厚くお礼申し上げます。

　2015年４月、本学土木工学科に従来の土木工学専攻に加えて、防災土木工学専攻が設置されました。教員組織

は土木工学科ですが、学生募集は別々に行われます。カリキュラムは９割程度が２専攻共通で、授業も一緒に行

われます。卒研や実習等で差別化が行われる予定です。防災の専門家を育てるために当センターは積極的に新専

攻への支援を行う使命があると痛感しております。

　2014年度は土砂災害が多発した年でもありました。これまで地震防災を中心に研究を進めてまいりましたが、

次年度には土砂災害の研究にも取り組みたいと考えております。また、御岳山の火山噴火も東海地域にとっては

重要な災害でした。次年度には火山災害の分野の研究にも取り組みたいと考えております。

　今後も地域の防災町医者として地域のために貢献していきたいとスタッフ一同願っておりますので、皆様方の

ご支援をお願い申しあげます。
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